
北
村
市
長
は
、
平
成
31
年
度
施
政

方
針
を
表
明
す
る
中
で
、
今
後
の
施

策
の
全
て
を
人
口
対
策
に
収
斂
さ
せ

る
考
え
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
全
国
ほ
と
ん
ど
の
市
区
町
村

が
抱
え
る
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
自

治
体
間
で
の
人
口
争
奪
戦
が
始
ま
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。

実
は
５
年
前
に
、
日
本
創
成
会
議

が
衝
撃
的
な
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
都
市
部
へ
の
若
者
の
人
口
流

出
と
少
子
化
が
続
く
と
、
２
０
４
０

年
頃
に
は
、
人
口
の
「
再
生
産
力
」

を
示
す
20
～
39
歳
の
女
性
人
口
が
現

在
よ
り
半
分
以
下
に
な
る
市
区
町
村
、

つ
ま
り
『
消
滅
可
能
性
都
市
』
は
全

国
１
８
０
０
あ
る
自
治
体
の
う
ち
約

半
数
８
９
６
が
該
当
す
る
と
い
う
内

容
で
あ
り
ま
す
（
本
市
は
非
該
当
）
。

消
滅
と
い
っ
て
も
、
各
市
区
町
村

が
消
え
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
く
、
財
政
の
破
綻
に
よ
り
市
町

が
有
す
る
機
能
が
維
持
で
き
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
人
口
が

減
れ
ば
、
市
税
を
は
じ
め
市
に
入
っ

て
く
る
お
金
が
少
な
く
な
り
、
そ
れ

に
よ
り
道
路
や
公
共
物
の
補
修
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
を
想
像
す
れ
ば
お

分
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

市
債
を
発
行
し
て
こ
れ
ら
の
事
業
を

行
う
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
将
来
の

市
民
が
多
く
の
借
金
を
抱
え
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
市
は
、
北

村
市
長
就
任
後
の
10
年
間
で
、
３
６

７
億
円
も
の
借
金
を
返
済
し
、
財
政

の
健
全
化
を
着
実
に
図
ら
れ
、
併
せ

て
効
果
的
な
施
策
展
開
に
よ
り
、
人

気
が
あ
り
勢
い
の
あ
る
ま
ち
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
本
市
の
近
年
の

人
口
推
移
に
つ
い
て
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
藤
枝
市
と
岡
部
町
が
合
併
し

た
後
、
市
内
数
地
区
で
の
大
規
模
な

宅
地
開
発
や
、
特
に
東
日
本
大
震
災

の
影
響
も
あ
り
、
人
口
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
身
を
分
析

し
ま
す
と
、
自
然
動
態
（
出
生
‐
死

亡
）
は
全
国
同
様
に
マ
イ
ナ
ス
な
の

で
す
が
、
社
会
動
態
（
転
入
‐
転
出
）

が
前
述
の
要
因
に
よ
り
プ
ラ
ス
だ
っ

た
た
め
人
口
が
増
え
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は

こ
こ
５

年
間
の

本
市
の

人
口
動

態
調
査

で
す
が
、
市
の
人
口
は
平
成
26
年
を

ピ
ー
ク
に
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て
い

る
の
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
深

刻
に
捉
え
て
い
る
の
は
、
社
会
動
態

が
26
年
は
プ
ラ
ス
３
７
５
人
、
28
年

は
プ
ラ
ス
１
９
４
人
で
し
た
が
、
30

年
に
は
マ
イ
ナ
ス
57
人
と
一
気
に
落

ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
特

に
毎
年
３
月
に
は
、
大
勢
の
方
が
転

勤
や
進
学
な
ど
の
事
情
で
市
外
・
県

外
に
転
出
す
る
の
で
す
が
、
こ
こ
に

き
て
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
数
字
の
分

析
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
31
年

の
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、

た
い
へ
ん
気
に
な
り
ま
す
。

先
の
日
本
創
成
会
議
の
レ
ポ
ー
ト

に
あ
る
い
く
つ
か
の
対
策
の
中
で
、

本
市
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
の
は

「
若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
」

を
創
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
若
者

が
自
分
の
生
ま
れ
た
故
郷
に
帰
っ
て

働
き
た
い
。
そ
こ
で
結
婚
し
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
た
い
。
そ
の
た
め
の

環
境
づ
く
り
に
、
多
く
の
政
策
を
集

中
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
藤
枝
の
男
性
が
も
っ
と
男
女

共
同
参
画
を
理
解
し
進
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
女
性
に
も
好
感
度
の
高
い

ま
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。
加
え
て
子

ど
も
を
希
望
通
り
に
保
育
所
等
に
預

け
ら
れ
る
こ
と
と
、
職
場
の
協
力
体

制
は
最
も
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

出
産
し
十
分
に
子
育
て
に
励
む
こ
と

が
で
き
、
そ
し
て
職
場
復
帰
が
叶
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
あ
る
職

場
が
増
え
れ
ば
出
生
率
も
上
が
る
で

し
ょ
う
。
働
き
に
く
い
職
場
で
は
困

り
ま
す
。
市
内
の
企
業
等
が
そ
ろ
っ

て
育
休
や
イ
ク
ボ
ス
へ
の
理
解
改
善

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
も
働
き

か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
は
、
各
地
方
自
治
体
で

も
そ
れ
な
り
に
努
力
し
て
い
る
大
都

市
圏
（
東
京
）
へ
の
一
極
集
中
の
流

れ
を
変
え
る
政
策
の
必
要
性
で
す
。

つ
ま
り
大
都
市
圏
か
ら
人
口
を
奪
い

返
す
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

藤
枝
市
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
少
し

ず
つ
効
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
他
自
治
体
に
負
け
な
い
独
創
的

で
実
効
的
な
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
推
進
策

を
練
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
窓
口
に
な

る
の
が
、
東
京
有
楽
町
駅
前
に
あ
る

「
静
岡
県
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で

す
。
こ
こ
で
は
県
の
職
員
が
常
駐
し
、

首
都
圏
か
ら
静
岡
県
へ
の
移
住
を
希

望
す
る
人
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す

が
、
本
市
へ
の
相
談
件
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
の
で
思
い
切
っ
た
移
住
促

進
策
を
産
学
官
金
連
携
の
下
に
企
画

立
案
し
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
（
写
真
参
照
）

最
後
に
、
平
成
31
年
度
予
算
の
中

か
ら
、
特
に
人
口
対
策
に
関
係
す
る

事
業
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
内

容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
平
成
31
年
度
当
初
予
算
・
組
織
の

概
要
」
で
検
索
し
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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市
政
の
重
点
テ
ー
マ
は
人
口
減
少
対
策

首
都
圏
を
狙
っ
た
移
住
促
進
策
が
有
効

年
人口

(12月末）
社会動態

転入ー転出
自然動態
出生ー死亡

その他 増減

平成2６年 146,７２５ ３７５ －２０５ －４９ １21

平成27年 146,609 ３３７ －３９４ －５９ －１１６

平成28年 146,531 １９４ －２８１ ９ －７８

平成29年 146,173 １６４ －４８９ －３３ －３５８

平成30年 145,550 －５７ －５４２ －２４ －６２３

表１ ■藤枝市における直近５年間の人口動態比較（市民課提供資料より）

静岡県移住相談センター（東京都千代田区

有楽町・交通会館内）で行われた「静岡まる

ごと移住フェア（H31.1.12）」の藤枝市ブース

でスタッフに相談する都内のカップル

「会場の一角では移住セミナーや移住者とのトークショー、

各市町のプロモーション映像が放映され、多くの若者世代

が参加していた。

平成３１年度における人口対策に関係する主要事業

●戦略的土地利用推進事業（善左衛門・水上地区） ●中心市

街地再開発事業（駅前1丁目9街区等） ●企業立地促進事業

●高田地区工業団地整備事業 ●仕事・人材マッチングサポー

ト推進事業 ●フリーランスレディ育成事業 ●女性活躍イベント

開催 ●移住・就業支援事業 ●子育てファミリー移住定住促進

事業 ●新婚生活サポート事業 ●空き家利用の推進 ●認定こ

ども園施設整備費補助 ●放課後児童健全育成事業施設整備

●特別支援教育支援員活用事業 ●がん検診無料化事業 他
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人口対策につながる全施策展開と
女性、高齢者が活躍するまちづくりを推進します！

平成31年度
藤枝市予算
歳入と歳出

市長・執行部

（３月５日～１３日） 「予算特別委員会」の締め括り質疑から抜粋 第一審査会（10名）、第二審査会（10名）が

一緒になり締め括り質疑が行われました。

一般会計・歳入 5２９億8,000万円（対前年比 ＋4.1%）

主な歳入予算の増減と要因

市 税
209億円 （対前年比＋1.5%）

個人市民税及び固定資産税の増

地方交付税
32億2,000万円 （対前年比＋7.3%）

国の地方財政計画相当分及び特別交付税の増

地方消費税交付金
等各種交付金

35億4,480万円 （対前年比＋8.8%）

森林環境譲与税、子ども子育て支援交付金による増

国庫支出金
71億6,705万円 （対前年比＋1.5%）

幼児教育無償化の民生費負担金、生活支援交付金等の増

県支出金
43億4,873万円 （対前年比＋23.2%）

幼児教育無償化の負担金、農業振興事業費補助金等の増

繰入金
27億430万円 （対前年比＋27.3%）

財政調整基金繰入金の増

市 債
48億2,430万円 （対前年比＋41.2%）

合併推進事業債の増（借入額17億円）

一般会計・歳出 5２９億8,000万円
〈性質別〉主な歳出予算の増減と要因

人件費
62億2,506万円 （対前年比▲2.2%）

退職者の減少に伴う退職手当の減

物件費
63億9,594万円 （対前年比＋2.9%）

学校ICT環境整備事業費、特別支援教育支援員活用事業費の増

扶助費
117億9,441万円 （対前年比＋7.3%）

幼児教育無償化に伴う給付費、児童扶養手当の増

補助費等
94億9,054万円 （対前年比＋13.0%）

志太広域事務組合負担金の増

投資的経費
64億7,765万円 （対前年比＋7.3%）

葉梨地区交流センター整備事業費、市道整備事業費等の増

繰出金
42億466万円 （対前年比＋0.6%）

国民健康保険事業、介護保険特別会計繰出金の増

公債費
44億5,212万円 （対前年比▲7.8%）

元利償還金の減

■市債残高の推移 （一般会計・特別会計・企業会計の合計。臨財債を除く）

年度 20年度末 27年度末 28年度末 29年度末 30年度末 31年度末

合計 872.1 594.9 555.9 527.4 505.7 498.4

単位：億円

●全保有基金残高 Ｈ２０ 113.8億円 ⇒ Ｈ３1 149.9億円

●財政調整基金残高 Ｈ２０ 32.3億円 ⇒ Ｈ３1 59.3億円

■事業目的に合わせて基金を積み立て、必要な財源を確保！

質疑要旨 答弁要旨

1

道路や水路改修等に関する地域要望について、達成率が50％
以下とのことであるが、どのような形で本予算案に盛り込んだのか伺う。

また市債残高の減少など、市の財政が好転する中での地域要望に対す

る今後の方針を伺う。

事業費の大きいものは道路新設改良費又は水路改良費に計上し、小規模
なものや維持管理上で緊急性を要するものは、緊急措置事業費に計上し
ている。また、特定財源が活用できるものは事業費の確保に努めている。
今後については、財政の健全運営に努める中で、引き続き安全・安心で暮
らしやすいまちづくりに向けて必要な予算確保に努めていく。

2

新年度予算の目玉の一つである地域支え合い事業「出かけっCAR
事業」は、高齢者や免許証自主返納者にとって有益であるが、無償運
送の課題や持続可能性を見据える中での将来の有償化等について考

えを伺う。

早期に事業を実施したいことから、道路運送法における有償旅客運送の
規制がない無償運送によりモデルケースとしてスタートさせるが、持続性
を考えると運転ボランティアの確保、運転資金の調達が大きな課題であ
る。賛助会員を募集し、賛助会費を募る手法を考えているが、自家用有償
旅客運送事業での実施が必要かどうか地区社協と一緒に研究する。

3
「高齢者と女性が活躍するまちづくり」が重点事項となっているが、老
人福祉施設「藤美園」について、老朽化が著しい中、本予算案では
約3,000万円の部分改修である。今後の同園のあり方や方針を伺う。

高齢化がますます進展する中、藤美園は高齢者の交流拠点として重要な
施設と認識している。老朽化対策については、施設マネジメント計画に基
づき、計画的に修繕を行っていく。建替えについては、高齢者の交流拠点
に対するニーズや財政フレームを見据える中で研究していく。

4
小型合併処理浄化槽について、国は新築分に対しては補助金を廃
止する方向であるが、本市としては、単費でも経過措置として補助を継

続する方針であるか伺う。また、その場合の財源についての考えを伺う。

国の方針転換は、たいへん性急であり、全国からこの対応について意見が
多数上がっている。その結果、国は度重なる例外措置の追加を示さざるを
得ない状況になっている。本市としては、県や近隣市の動向を見極めなが
ら補助の継続と財源について慎重に判断していく。

5 鳥獣被害対策に使用される市所有の「箱わな」等の貸し出し品
について、資産管理の観点からの課題と今後の対策について伺う。

本市では現在、35基の箱ワナを所有し、その内29基をJA大井川に貸し付け、
JA所有の17基と合わせて46基を捕獲者へ貸し出ししている。貸し出しに当
たり、手続きや貸出簿の管理を適正に行うよう努めている。

6

れんげじスマイルホールの運営について、市内外の利用者が無料
で利用できるが、混雑時に市民が利用できない現状を改める考えがあ

るか伺う。また、新しい遊具を購入し施設の整備を行うようだが、開設か

ら3年が経過し好評である中、なぜ今改めて整備を行うのか伺う。

利用については、市民に限らず市外の方にも公平に利用できるよう整理
券発行や利用時間の制限で対応している。また、新たな整備については、
当初の見込みより利用者数が2倍もあり、利用者から授乳室やおむつ交換
室が欲しいとの要望があった。併せて遊具の更新も必要と考え整備する。

7
IoTを活用した子ども見守り推進事業について、市内在住の小学
生を対象としているが、特別支援学級の中学生を対象にしない明確な

理由を伺う。

LPWAを活用した子ども見守り実証実験の結果、保護者から引き続き見守り
を必要とする意見が寄せられた。31年度より民間サービスを活用した子ど
も見守り推進事業を実施するが、特別支援学級や山道等を通学している
中学生もいることから対象を中学生まで拡大することを検討する。



問

小
中
一
貫
教
育
の
現

状
と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

答

子
ど
も
た
ち
が
、
未

来
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
義
務
教
育
の
９

年
間
を
通
し
た
教
育
課
程
の
も
と
で

系
統
的
な
教
育
を
実
践
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
、
学
校
と
地
域
と
の

連
携
の
も
と
、
地
域
ご
と
に
特
色
あ

る
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を
図
っ
て

い
く
。

こ
れ
ま
で
に
、
瀬
戸
谷
地
区
で
先

行
し
て
立
ち
上
げ
て
お
り
、
31
年
度

は
新
た
に
大
洲
、
広
幡
地
区
で
小
中

一
貫
教
育
を
導
入
し
て
い
く
。

現
状
の
課
題
と
し
て
は
、
教
員
の

乗
り
入
れ
授
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

の
人
的
支
援
、
学
校
間
交
流
の
た
め

の
児
童
生
徒
の
移
動
手
段
、
学
区
の

再
編
の
検
討
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

問

が
ん
対
策
推
進
条
例
を
踏
ま
え

た
受
診
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
伺
う
。

答

近
年
、
亡
く
な
る
方
の
３
分
の

１
が
、
が
ん
と
い
う
現
状
の
中
で
、

が
ん
に
な
っ
て
も
以
前
と
変
わ
ら
な

い
生
活
が
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

な
ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

本
市
の
が
ん
検
診
の
高
い
受
診
率
や
、

「
地
域
が
ん
連
携
拠
点
病
院
」
が
あ

る
と
い
う
強
み
を
生
か
し
、
本
市
な

ら
で
は
の
条
例
制
定
に
い
た
っ
て
い

る
。本

市
は
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

子
宮
が
ん
の
検
診
で
は
、
県
内
10
万

人
の
市
の
中
で
、
第
１
位
の
高
い
受

診
率
を
維
持
し
て
お
り
、
具
体
的
に

は
、
志
太
医
師
会
や
市
立
総
合
病
院

と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
る
検
診
や
、

新
た
に
、
が
ん
検
診
の
対
象
と
な
る

市
民
に
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
胃

が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
自
己

負
担
金
を
無
料
と
し
、
検
診
の
負
担

を
軽
減
す
る
施
策
を
行
な
っ
て
い
く
。

問

循
環
型
社
会
の
構
築
を
念
頭
に

お
い
た
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
の
現
状

と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

答

燃
や
す
ご
み
の
減
量
に
有
効
な

施
策
の
一
つ
と
し
て
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
燃
や
す
ご
み
の
中
に
、
重
量
で

５
割
か
ら
６
割
を
占
め
る
生
ご
み
を

堆
肥
と
し
て
資
源
化
す
る
、
生
ご
み

回
収
資
源
化
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

現
在
は
約
１
万
１
千
世
帯
、
37
町
内

会
の
皆
様
に
協
力
頂
い
て
い
る
が
、

委
託
し
て
い
る
事
業
者
の
施
設
か
ら

発
生
す
る
臭
気
問
題
に
よ
り
、
実
施

世
帯
の
拡
大
を
見
送
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
事
業
者
が
設
置
し
た
臭
気
ガ

ス
燃
焼
装
置
に
よ
る
効
果
を
測
定
し
、

臭
気
の
軽
減
が
確
認
さ
れ
た
の
で
実

施
世
帯
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
。

現
在
は
、
高
柳
地
区
３
５
０
０
世
帯

を
対
象
に
地
元
説
明
会
を
実
施
し
て

い
る
。

今
後
は
、
２
万
世
帯
を
超
え
る
生

ご
み
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
消
化
ガ
ス
発
生

促
進
へ
の
活
用
な
ど
、
早
期
に
そ
の

処
理
方
針
を
定
め
て
い
く
。
併
せ
て
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
や
家
庭
用
生
ご
み

処
理
設
備
費
補
助
制
度
の
利
用
促
進

を
図
り
、
更
な
る
燃
や
す
ご
み
の
減

量
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

大
規
模
災
害
（
原
子
力
災
害
の

避
難
計
画
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
伺
う
。

答

本
市
は
原
子
力
災
害
か
ら
市
民

の
安
全
を
守
る
た
め
、
国
か
ら
、
神

奈
川
県
、
埼
玉
県
へ
の
避
難
計
画
策

定
を
し
て
い
る
が
、
道
路
の
寸
断
な

ど
で
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
事
も
想

定
し
、
２
次
避
難
場
所
と
し
て
友
好

都
市
や
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
す
る
市
町
と
も
、
情
報
共
有
や
連

携
を
密
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

ネ
グ
レ
ク
ト
（
児
童
虐
待
）
の

現
状
と
対
応
を
伺
う
。

答

ネ
グ
レ

ク
ト
は
不
登

校
や
愛
着
障

害
な
ど
の
問

題
を
子
ど
も

に
生
じ
さ
せ

る
こ
と
が
極

め
て
多
く
、

加
え
て
、
次
の
世
代
で
も
同
じ
生
活

を
繰
り
返
す
、
負
の
世
代
間
連
鎖
を

生
む
社
会
問
題
で
あ
る
。
食
事
や
入

浴
と
い
っ
た
日
常
生
活
の
不
規
則
化

や
親
と
の
触
れ
合
い
の
不
足
が
多
く

み
ら
れ
る
な
ど
、
ネ
グ
レ
ク
ト
の
件

数
は
市
内
で
78
件
あ
り
、
児
童
虐
待

の
３
分
の
１
を
占
め
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
平
成
31
年
２
月
に
市
民

有
志
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
平
島
地
区
の

空
き
家
を
利
用
し
た
〔
子
ど
も
の
居

場
所
〕
の
開
設
を
申
請
し
た
と
こ
ろ

認
定
さ
れ
た
の
で
、
本
市
と
し
て
も

「
子
ど
も
育
成
支
援
モ
デ
ル
事
業
」

と
し
て
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

問

小
学
校
の
英
語
活
動

に
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
を
活
用
す
る
こ
と

の
意
義
を
伺
う
。

答

小
学
生
の
入
門
時
か
ら
本
物
の

英
語
に
触
れ
、
興
味
を
持
っ
て
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
他

市
に
比
べ
、
17
名
と
い
う
多
く
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
採
用
し
、
小
・
中
学
校
で
Ｔ

Ｔ
（
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
い

う
二
人
以
上
の
教
員
に
よ
る
授
業
）

を
行
っ
て
い
る
。

問

本
年
度
、
３
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増

員
し
た
効
果
を
伺
う
。

答

本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
小
学
校

３
・
４
年
生
の
英
語
活
動
を
中
心
に

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
、
児
童
は
学
級
担

任
と
の
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
授
業
を
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
い
る
。

問

一
方
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、

２
・
３
年
生
の
授
業
で
、
こ
れ
ま
で

週
1
回
行
わ
れ
て
い
た
英
語
科
教
員

と
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
Ｔ
Ｔ
授
業
が
実
施

で
き
て
い
な
い
状
況
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
点
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答

本
年
度
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増
員
し
た
が
、

ま
ず
英
語
教
育
に
不
安
を
抱
え
る
小

学
校
の
活
動
を
優
先
し
た
。
32
年
度

か
ら
は
、
全
て
の
中
学
校
で
週
1
時

間
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
Ｔ
Ｔ
授
業
が
確
実

に
行
わ
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問

授
業
以
外
に
、
子
ど
も
た
ち
が

英
語
を
使
っ
て
活
動
す
る
場
面
の
提

供
に
つ
い
て
伺
う
。

答

平
成
28
年
度
か
ら
「F

u
j
i
e
d
a

E
ng

l
i
s
h

C
a
m
p

」
に
取
り
組
ん
だ
。

年
３
回
の
土
曜
日
に
、
多
く
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
共
に
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」

「
世
界
の
料
理
体
験
」
な
ど
を
行
い
、

英
語
を
使
っ
て
活
動
し
た
。
子
供
た

ち
の
満
足
度
は
高
く
応
募
も
多
い
の

で
、
拡
大
を
検
討
す
る
。

問

英
語
科
教
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
に
は
、
教
員
の
海
外
留
学
が

効
果
的
と
考
え
る
が
如
何
か
。

答

日
本
で
の
生
活
と
違
い
オ
ー
ル

英
語
の
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
は
、

大
変
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

意
見

忙
し
い
学
校
現
場
な
の
で
、

勤
務
に
一
番
支
障
の
少
な
い
夏
季
休

業
中
を
利
用
し
て
、
取
り
組
め
な
い

か
。
希
望
す
る
先
生
に
渡
航
費
の
面

倒
を
見
て
や
り
、
研
修
と
い
う
形
で

集
中
し
て
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
。

姉
妹
都
市
の
ペ
ン
リ
ス
市
な
ど
に
働

き
か
け
れ
ば
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
可

能
と
考
え
る
。
文
部
科
学
省
が
義
務

付
け
て
い
る
「
教
員
免
許
更
新
制
」

よ
り
、
は
る
か
に
効
果
の
大
き
い
研

修
と
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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平成31年度藤枝市の
施策事業について

代表質問
一般質問

志太創生会

４K施策（健康・教育・環境・危機管理）を
よりきめ細かく展開するために！ (小林議員）

ALT&TTによる英語教育のレベルアップ
に教員の海外研修を推奨！ （遠藤議員）

小
・中
学
校
の

英
語
教
育
を
考
え
る

施
政
方
針
を
と
お
し
て
伝
え
た
い
こ
と

特
に
小
中
一
貫
教
育
・が
ん
対
策
・生
ご
み
回
収
・

原
子
力
災
害
避
難
計
画
・ネ
グ
レ
ク
ト
に
つ
い
て

一般質問
遠藤 久仁雄

代表質問
小林 和彦

南アフリカの料理体験をする

市内の小中学生



問

有
害
鳥
獣
捕
獲
期
間

（
３
月
１
日
～
10
月
31
日
）

に
お
い
て
、
猟
区
を
限
定

す
る
理
由
を
伺
う
。

答

志
太
猟
友
会
３
支
所
で
市
内
全

域
を
三
分
し
、
各
支
所
の
申
請
に
基

づ
き
捕
獲
許
可
書
を
発
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
支
所
に
よ
っ
て
「
箱
わ
な
猟
」

「
く
く
り
わ
な
猟
」
「
銃
に
よ
る
巻

狩
り
猟
」
な
ど
の
捕
獲
方
法
の
差
異

が
あ
る
中
、
安
全
確
保
を
第
一
と
し

て
、
地
形
や
イ
ノ
シ
シ
の
行
動
範
囲

を
熟
知
し
た
猟
友
会
を
中
心
と
し
た

捕
獲
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
。

問

音
羽
町
・
原
グ
ル
ー
プ
や
葉
梨
・

中
田
グ
ル
ー
プ
で
は
、
最
も
安
全
な

猟
具
「
箱
わ
な
」
で
自
ら
の
地
域
に

限
定
し
た
捕
獲
活
動
を
し
て
い
る
が

本
市
で
は
こ
の
よ
う
な
地
域
ぐ
る
み
、

地
域
限
定
で
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
目
指

す
農
業
者
や
団
体
に
ど
の
よ
う
な
方

針
と
要
件
で
許
可
を
出
す
の
か
伺
う
。

答

各
地
域
に
お
け
る
捕
獲
者
の
育

成
は
急
務
で
あ
る
が
、
「
有
害
鳥
獣

捕
獲
許
可
事
務
処
理
要
領
」
に
基
づ

き
申
請
者
間
の
調
整
、
許
可
審
査
を

円
滑
に
行
い
、
捕
獲
補
助
や
報
償
金
、

捕
獲
わ
な
の
貸
し
出
し
、
購
入
補
助

な
ど
の
支
援
拡
充
と
併
せ
、
行
政
・

実
施
隊
・
猟
友
会
や
地
域
捕
獲
者
が

一
体
と
な
っ
た
捕
獲
体
制
強
化
に
取

り
組
む
。

問

平
成
31
年
度
か
ら
有
害
鳥
獣
捕

獲
期
間
の
通
年
化
が
実
現
す
る
の
か
。

答

近
年
、
捕
獲
頭
数
が
大
幅
に
伸

び
て
い
る
。
実
施
隊
、
猟
友
会
は
じ

め
地
域
の
皆
様
が
懸
命
に
捕
獲
等
に

よ
る
被
害
防
止
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
。
そ
の
捕

獲
活
動
の
一
層
の
支
援
を
図
る
た
め
、

報
償
金
や
補
助
金
の
対
象
と
な
る
期

間
を
３
月
か
ら
10
月
ま
で
と
し
て
い

た
も
の
を
11
月
か
ら
２
月
ま
で
の

「
狩
猟
期
間
」
も
加
え
、
通
年
化
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
捕
獲
効
果
の
高

い
「
箱
わ
な
」
に
つ
い
て
は
、
市
と

Ｊ
Ａ
大
井
川
が
所
有
す
る
箱
わ
な
を

毎
年
増
設
し
て
お
り
今
後
も
計
画
的

に
充
足
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
箱
わ

な
等
の
機
材
の
購
入
助
成
に
つ
い
て

も
本
体
価
格
の
30
％
を
補
助
し
て
い

る
が
、
捕
獲
組
織
や
地
域
ぐ
る
み
の

活
動
に
対
す
る
支
援
を
念
頭
に
31
年

度
か
ら
補
助
対
象
者
や
補
助
率
の
拡

充
を
図
っ
て
い
く
。

問

屠
体
の
埋
設
処
理
が
作
業
面
、

環
境
面
で
課
題
が
多
い
。
処
理
方
法

に
つ
い
て
微
生
物
処
理
施
設
、
焼
却

処
理
施
設
等
の
実
現
が
可
能
か
伺
う
。

答

捕
獲
関
係
者
に
実
情
を
伺
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問

最
新
の
調
査
に
基
づ

く
現
状
の
待
機
児
童
数
と

本
年
４
月
以
降
の
待
機
児

童
数
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答

保
育
所
は
、
平
成
31
年
１
月
１

日
時
点
で
14
人
、
４
月
１
日
時
点
で

は
０
人
と
な
る
見
込
み
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
30
年
度
は

０
人
、
31
年
度
は
７
校
で
約
１
２
０

人
が
入
会
保
留
の
見
込
み
。

問

保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
、
本

市
独
自
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
の
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
、
各
施
設
の
良
い

点
や
自
慢
で
き
る
取
り
組
み
を
見
え

る
化
し
、
本
年
度
末
に
発
行
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
士
、
幼
稚

園
教
諭
の
人
財
バ
ン
ク
を
平
成
29
年

６
月
よ
り
実
施
。
こ
れ
ま
で
に
延
べ

約
１
２
０
人
が
登
録
し
、
14
人
の
雇

用
が
実
現
。
潜
在
保
育
士
の
掘
り
起

し
に
活
用
し
て
い
る
。

問

保
育
の
質
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
、
評
価
基
準
の
設
定
お

よ
び
質
の
向
上
へ
の
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

答

国
の
保
育
指
針
に
基
づ
く
施
設

の
全
体
計
画
、
ク
ラ
ス
ご
と
の
年
間

計
画
、
月
間
計
画
、
週
間
計
画
、
支

援
を
要
す
る
児
童
の
個
別
支
援
計
画

を
作
成
。
各
施
設
の
責
任
に
お
い
て

実
践
と
評
価
を
行
う
。
公
立
施
設
で

は
保
育
計
画
に
加
え
、
保
育
指
針
に

基
づ
き
年
齢
ご
と
の
育
み
た
い
資
質
・

能
力
に
関
す
る
評
価
票
を
作
成
し
、

定
期
的
に
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

保
育
の
専
門
研
修
、
安
全
安
心
の
保

育
環
境
向
上
の
た
め
の
研
修
、
多
様

な
保
育
ニ
ー
ズ
対
応
の
研
修
な
ど
へ

の
参
加
を
補
助
す
る
。

問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

の
人
数
の
現
状
に
つ
い
て
の
所
見
を

伺
う
。

答

入
会
児
童
の
増
加
、
個
別
の
配

慮
を
要
す
る
児
童
へ
の
対
応
等
の
増

加
に
よ
る
負
担
が
拡
大
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
毎
年
、
市
の
非
常

勤
・
臨
時
職
員
の
賃
金
単
価
改
定
に

併
せ
て
、
指
導
員
の
賃
金
な
ど
待
遇

を
改
善
し
て
い
る
。

問

本
市
家
庭
相
談
へ
の
児
童
虐
待
、

ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
の
通
報
・
相
談
の

状
況
、
件
数
を
伺
う
。

答

市
の
児
童
虐
待
に
お
け
る
29
年

度
の
新
規
ケ
ー
ス
は
１
０
３
件
。
同

年
度
末
の
登
録
ケ
ー
ス
は
２
１
４
件
。

担
当
者
は
４
人
で
、
一
人
あ
た
り
の

担
当
ケ
ー
ス
は
平
均
54
件
。
中
央
児

童
相
談
所
の
29
年
度
の
新
規
ケ
ー
ス

は
98
件
。
同
年
度
末
の
藤
枝
市
分
の

在
宅
登
録
ケ
ー
ス
数
は
63
件
。
命
に

か
か
わ
る
よ
う
な
重
篤
ケ
ー
ス
は
昨

年
度
８
件
、
今
年
度
２
件
で
あ
っ
た
。

予
算
特
別
委
員

会
の
審
査
方
法

を
試
行
改
変
！

平
成
31
年
度
予
算
案

の
審
査
に
つ
い
て
、
昨

年
ま
で
の
議
員
半
数

（
11
名
）
に
よ
る
予
算

特
別
委
員
会
に
よ
る
審

査
方
法
か
ら
、
議
長
を

除
く
全
議
員
（
20
名
）

で
の
審
査
方
法
が
今
議
会
の
同
委
員

会
で
試
行
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
審
査
会
・
第
二
審
査
会
に
10

名
ず
つ
分
か
れ
、
所
管
さ
れ
る
部
局

課
を
シ
フ
ト
し
て
の
３
日
間
に
わ
た

る
審
査
の
後
、
全
体
会
で
締
め
括
り

質
疑
を
協
議
し
、
執
行
部
に
提
出
。

翌
日
に
回
答
を
受
け
、
質
疑
を
し
た

の
ち
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
新
し
い
試
み
の
た
め

改
善
す
べ
き
点
や
意
見
等
を
各
会
派

及
び
執
行
部
か
ら
聞
き
取
り
、
次
年

度
以
降
の
予
算
審
査
に
反
映
し
改
善

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に
議

員
一
同
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

- 4 -

深刻なイノシシ被害の捕獲体制の改善
と新たな対策強化を提言！ (平井議員）

「子育てするなら藤枝」に磨きをかける、
きめ細かな事業展開を期待！ （増田議員）

平成31年度藤枝市の
施策事業について

一般質問

志太創生会

新
人
議
員
と
し

て
ほ
ぼ
一
年
を
経

ま
し
て
、議
会
の
役

割
と
自
身
の
使
命
が
実
感
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
財
政
面

や
環
境
面
な
ど
本
市
は
恵
ま
れ
た

市
で
す
が
、
全
国
、
世
界
に
目
を
向

け
て
勉
強
し
て
い
る
と
、ま
だ
ま
だ

伸
び
し
ろ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
よ
り
良
い
藤
枝
市
の
た
め
に

会
派
を
挙
げ
て
精
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
（増
田
）

議
会
雑
観

「有
害
鳥
獣
捕
獲
」の
現
状

課
題
と
推
進
に
向
け
て

一般質問
平井 登

子
育
て
支
援
と

そ
の
周
辺
に
つ
い
て

一般質問
増田 克彦

本市におけるイノシシ捕獲全数の95%以上は、
安全性の高い「箱わな猟」である。

藤枝駅南口近くにあるBiVi内の

「藤枝おやこ館」


